
 

 

 

 

 

対処療法「その場しのぎ」の限界（I） 
-その悩み、「解決」ではなく「先送り」かもしれません- 

 

●知ってほしい、皮膚科学の「事実」 

皮膚の悩みは、根本原因にアプローチしなければ、必ず「ま

た繰り返す」という一連のメカニズムを持っています。これは、

肌のターンオーバーや環境要因など、皮膚科学に基づいた

避けられない事実です。 

一時的に悩みが「終わった」と感じるのは、実は錯覚です。 

 
●繰り返しの連鎖を断ち切るために。 

 

• 今の対処処置製品を使ったケアは、表面的な症状を抑

えているだけではありませんか？ 

• 本質的な改善とは、肌が持つ繰り返しのサイクルそのも

のを変えることです。 

 

私たちは、その「錯覚」で終わらせない、本質的な解決を目指

します。 

 
今すぐ、「もう繰り返さない私」へ。【海森水】で根本からのアプ

ローチを始めませんか？ 
 



 

対処療法「その場しのぎ」の限界（II） 
-その「治った」は、偽りの安心感かもしれません- 

 

スキンケアや皮膚の悩みにおいて、一時的な症状の改善をも

たらす多くの対症療法的な製品（いわゆる「対処処置製品」）

は、あなたの悩みを深く潜伏させているだけかもしれません。 

 
●あなたの肌が語る、見えない真実 

皮膚の構造は、表面的な問題が解消されても、その根本原

因が奥深く残っていると、時間とともに必ず同じサインを繰り

返します。これは、皮膚科学の事実です。 

• 「とりあえず落ち着いたから大丈夫」 

• 「また悪くなったら、これを塗ればいい」 

 

そんな風に、あなたは「一時停止ボタン」を押しているだけで、

問題の再生を許していませんか？ 

 

●終わりのないサイクルの「仕組み」 

多くの対処処置製品が持つ性質は、緊急対応には優れてい

ますが、肌の根本的な抵抗力や再生能力を高めることはでき

ません。 

この繰り返しの構造こそ、私たちが今回、真正面から向き合

わなければならない、対処療法の「限界」なのです。 

 



 

トラブルが繰り返される詳細メカニズム 
負のサイクルの正体 

 

皮膚内部では、根本的な「バリア機能の構造的欠陥」が維持され、その結

果として「微弱な、慢性乾燥・慢性炎症」が継続的に引き起こされる状態が

続いています。 

 

1. 構造的欠陥の維持：バリアの「質」の崩壊 

肌の防御壁が弱く、構造的に欠陥がある状態が続きます。これがトラブル

の根本原因です。 

• ① 細胞間脂質の「質」と「量」の不足 

o バリア機能・構造の強固な安定性の主役であるアシルセ

ラミドを含む細胞間脂質（特にセラミド）が、何らかの原因

（遺伝、栄養不足、誤ったケアなど）で量的に不足、また

は質的に不安定な状態が続いています。 

o 特に、リノール酸などの必須成分が不足することで、強

固なバリアの形成に不可欠なアシルセラミド（Ceramide 

EOS）の合成が滞り、細胞間脂質の層（ラメラ構造）が強

固に築けない状態が構造的な欠陥として維持されます。 

 

2. 慢性的なサインの発生：乾燥と炎症の連鎖 

構造的欠陥が、肌内部で目に見えないダメージを発生させ続けます。 

• ① 水分蒸散（TEWL）の継続 

o 不安定なバリアは、肌内部の水分蒸散（TEWL：経皮水

分蒸散量）を十分に防ぐ**「フタ」の役割**を果たせませ

ん。 

o 結果: 肌は常に乾燥傾向にあり、一時的に潤っても、角

質細胞の柔軟性や自己修復に必要な酵素の働きが低

下した状態が続きます。 

• ② 外部刺激の容易な侵入と「微弱な炎症」 

o バリアの隙間から、アレルゲン、細菌、化学物質などの

外部刺激が容易に侵入します。 

o 反応: これらの異物に対し、皮膚内部の免疫細胞などが

過剰に反応し、炎症性サイトカインを放出し続けます。こ

れが、表面上は気づきにくい微弱な慢性炎症です。 

• ③ ターンオーバーの乱れ 

o 慢性炎症や継続的な乾燥は、細胞の生成と排出のサイ

クルであるターンオーバーを乱します。 

o 結果: 新しい細胞の成長が阻害され、古い角質が異常

に蓄積します（角化異常）。これにより、毛穴詰まりやご

わつきといった新たなトラブルの種が生み出されます。 

 

結論：繰り返しの連鎖を断ち切るために 

「対処処置」は、肌の抵抗力と自己治癒力を弱め続けるこの負のサイクル

を止められません。この連鎖を断ち切るには、バリア構造そのものを根本

から立て直すアプローチが不可欠です。 

 
お客様、「もう繰り返さない私」へ。 あなたの肌の根本構造からアプローチ

する一歩を踏み出しませんか？ 

 



 

繰り返しの連鎖から抜け出す本質的な解決策 
 

次のステップへ。 繰り返しの連鎖から抜け出し、根本から強く健やか

な肌を手に入れるための本質的な解決策について、さらに詳しくお話

しします。 

 

●対処療法と根本解決 

1. 「対処処置」製品: 

 目的: 症状（赤み、乾燥、ニキビなど）を一時的に緩和し、目に見

える問題を抑えること。 

 結果: 悩みが「解決した」ように感じるが、根本的な原因（生活習

慣、肌体質、皮膚のバリア機能低下など）が変わっていないた

め、製品の使用を止めたり、環境が変わったりすると症状が再

発しやすい。 

 ビジネス構造: ユーザーが繰り返し購入するサイクルが成立し

やすい設計とも言えます。 

 

2. 「根本的解決処置」製品: 

 目的: 皮膚が本来持っている自己治癒力とバリア機能を根本か

ら正常に戻し、「繰り返しの連鎖を断ち切る」ことで、外部刺激や

環境変化に左右されない問題が起きにくい健やかな肌質へ導く

こと。 

 結果: 

A: 悩みが「再発しにくい」肌状態へと変化します。 

B: 根本原因が改善されるため、製品の使用を一時的に止めた

り、環境が変化したりしても、肌本来の力が安定した健やかさを

維持しやすくなります。 

C: 「その場しのぎ」ではない、本質的な自信が得られます。 

 ビジネス構造:  

A: ユーザーとの信頼関係が強化され、悩みから解放された肌

の「維持・予防」のための長期的な製品（例：リノール酸含有弱

酸性ナノエマルジョン）へ移行しやすい構造とも言えます。 

B: 企業が目指す、真に顧客の悩みに寄り添うブランド価値が確

立します。 

 

●皮膚科学の事実と視点 

 皮膚の恒常性（ホメオスタシス）: 皮膚は常に外部環境の変化

に対応し、一定の状態を保とうとしますが、そのバランスが崩

れると様々なトラブルが発生します。一時的な製品で症状を抑

えても、バランスの崩れが続く限り、問題は再発します。 

 バリア機能の重要性: 健康な皮膚は強いバリア機能・構造を

持っています。多くの皮膚トラブルは、このバリア機能の低下

（乾燥、刺激の侵入、水分の蒸散など）が根本原因です。一時

的な「対処」ではなく、バリア機能を根本的に修復・維持するこ

とが、再発を防ぐ鍵となります。 

 



 

なぜ、消費者は「対処処置」製品を求めるのか 
「人の弱さ」の考察 

 

「手っ取り早く、今のある悩みを解決したい。それで終わり。」という望

みは、複雑な生命現象や継続的なメンテナンスが必要な領域におい

ては、実現困難な幻想です。 

そして、その幻想を追ってしまう「人の弱さ」こそが、次の二つの構造を

維持させています。 

 

1. 「対処処置製品」が生き残る理由 

問題が繰り返すように設計された製品（対症療法）は、本来、長期

的な顧客満足度を得られません。しかし、この製品群が市場を支

配し続けるのは、消費者が「繰り返す」という現実を拒否し、一発

解決の「錯覚」を常に探し続けているからです。 

 企業：「これで終わり」という期待を売る。 

 消費者：「今回は本当に終わりかも」という希望的観測を買う。 

 

このサイクルを回す、消費者側の「短絡的な希望」が、システムを

支えています。 

 

2. 人間的な弱さとマーケティングの勝利 

「人の弱さ」は、必ずしも知性の欠如ではなく、切実な悩みと、そこ

から逃れたいという強い願望から生まれます。 

 切実さ: 肌の悩みは精神的な苦痛を伴い、一刻も早い「解放」を

求めます。 

 依存心: 複雑で地道な「根本改善」（生活習慣の見直しや継続

的なケア）よりも、他者（製品）に問題を解決してほしいという依

存が生まれます。 

 マーケティング: この切実さと依存心を逆手に取り、「3 日で解

決」「塗るだけで完治」といったシンプルな約束が、複雑な真実よ

りも魅力的に映ってしまうのです。 

 

したがって、「その事に気づかない愚かさ」は、根本的な解決には『継

続的な努力と自己責任』が不可欠であるという事実を直視することを

避ける、人間のもろさそのものかもしれません。 

 

「人の弱さ」を克服し、「繰り返しの構造」から抜け出すこと。それこそが、

肌の悩みに限らず、人生における多くの問題解決の第一歩と言えるで

しょう。  

 


